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 2026 年を迎えました。新しい年のために、お嫁ちゃんが十二支の午の

縫いぐるみの「匂い袋」（左）を京都のおみやげとしてプレゼントしてくれ

ました。リビングの電灯に吊るしました。立つたびに仄かな香りを嗅いで

います。十二支は中国の暦法から派生したものらしいですが、人気があり、

午イコール馬と捉え、多くの人は歳を数えるのに愛用しています。 

馬は性格も大人しく、賢く、力があります。馬は扱いやすい動物だといえます。力強さでは、

「馬力」という言葉が残っています。また、なぜか「馬脚をあらわす」といえば、「化けの皮が

剥がれる」というようです。間抜けなところがあるのでしょうか。日本では家畜として重用され

てきましたが、聖書でも、馬が最初に登場するのは エジプトの国から、あなたたちの子供や妻たち

を乗せる馬車を引いて行き、父上もそれに乗せて来るがよい。（創 45：19） とあるようにエジプトの

ファラオが宮廷の責任者となったヨセフの父ヤコブを故郷カナンから迎えるため、妻子を乗せ

て行く車を引く家畜として記録されています。それ以降は、もっぱら、王や身分の高い人々の乗

り物、または軍馬として登場してきます。戦争と切り離せない動物となっています。庶民の乗り

物、荷物を運ぶ家畜はロバでした。ロバは戦争とは無縁で、愚鈍ながらも忍耐強いイメージがあ

ります。幼兒主イエスが最初に乗った乗り物はロバだと想像します。ヘロデ大王の追手から、エ

ジプト逃避行をした絵画を見ると、母マリアに抱かれてロバに乗る姿が描かれているからです。 

馬とロバは姿、形がよく似ています。違う点は、「ポニー・テイル」というヘアスタイルが一

時大流行しましたが、その言葉のように、馬の尻尾は長くフサフサしています。一方、ロバは、

細くて、先ッチョだけに毛についている尻尾です。また、ロバの耳は、馬より大きく、これも、

ピノキオが言いつけを守らなかったために耳が大きくなって「ロバの耳」と悪口を言われるとい

う、気の毒なイメージがついて回ります。けれども、聖書では 娘シオンよ、大いに踊れ。娘エルサ

レムよ、歓呼の声をあげよ。見よ、あなたの王が来る。彼は神に従い、勝利を与えられた者／高ぶること

なく、ろばに乗って来る／雌ろばの子であるろばに乗って。（ゼカリア 9：9） との預言の言葉を受け止

めた主イエスは、子ロバに、衣を掛けて、乗られ、エルサレムに入城されました。「平和、従順、

謙遜」の象徴としてロバを用いられました。 

 

 高校一年生の夏、私は友人の土岐氏に誘われて、彼の学校の馬術部の

馬場に行きました。「乗ってみる？」と言われて、すぐに乗馬ズボンと乗

馬靴を履いて、先輩・対馬順一さんの愛馬のオーシャン号（左）に乗って

みました。たてがみを左手に巻きつけ、鞍に座りますが、大人しくして

くれました。すっかり魅了されました。他の友人たちは「うまがあわな

い」と言って、なかなか馴れず、乗れませんでした。私は部員でもない

のに、夏休み中、練習に通いました。対馬先輩は手綱捌き、鐙の使い方 

を丁寧に教えてくれました。並足から早足まで練習しました。近くの池まで街中を闊歩したもの

です。その年、先輩は高体連の馬術で優勝しました。私の小さな懐かしい馬との思い出です。 


